
 

 

ナシ炭疽病に対するキャプタンを有効成分とした薬剤の追加防除効果 

 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

近年、ナシ炭疽病による早期落葉が‘秋甘泉’を中心に認められており、防除対策の

確立が望まれている。そこで、慣行防除条件下のほ場においてキャプタンを有効成分と

する薬剤の追加防除効果を検討した。 

 

（２）情報・成果の要約 

１）キャプタン水和剤（商品名：オーソサイド水和剤８０）１,０００倍液又はキャ

プタン・ペンチオピラド水和剤（商品名：フルーツガードＷＤＧ）１,０００倍液

を２回追加散布することで、本病の発生量が低減できる。 

２）後者は防除効果にやや優れ、収穫期における果実の薬斑汚れも軽度である。 

 

２ 試験成果の概要  

（１）慣行防除条件下のほ場において、７月中旬および８月上旬の２回、キャプタン水

和剤またはキャプタン・ペンチオピラド水和剤を追加散布して、本病の発生量を調

査した。また、収穫期には薬斑汚れの程度を評価した。 

（２）３年間（２０２３～２０２５年）の試験の結果、追加散布を実施した区では、そ

れを行わなかった場合に比べて８月下旬～９月上旬における本病の発生量が減少

した（図１）。また、キャプタン水和剤は収穫期に薬斑汚れがやや目立つ可能性があ

ったが、キャプタン・ペンチオピラド水和剤はそれが軽度であった。 

 

 

 

３ 利用上の留意点 

（１）環境条件によって、防除効果や薬斑汚れの程度は変化する。 

（２）本病に対するキャプタン水和剤の登録倍数は８００倍である。 

（３）キャプタン・ペンチオピラド水和剤は耐性菌管理が必要な薬剤系統のため、散布

回数には注意が必要である。 

 

４ 試験担当者 

① 

図１ ナシ炭疽病に対するキャプタンを有効成分とした薬剤の追加防除効果（２回目散布２０～３６日後） 

アスタリスクは Fisher's exact test において 0.1％水準で有意差があることを意味する。 
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